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平成28年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰 受賞 

リコー環境事業開発センターのリユース・リサイクル活動が内閣総理大臣賞 

トナーボトルの環境負荷低減活動がリデュース・リユース・リサイクル推進協議会会長賞  

 

 

株式会社リコー(社長執行役員：三浦善司)の「リコー環境事業開発センター（静岡県御殿場市）を中心

としたリユース・リサイクル活動」が、リデュース・リユース・リサイクル推進協議会が主催する「平成 28 年度

リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰」において、最高賞にあたる内閣総理大臣賞を受賞し

ました。また同時に、リコーの「トナーボトルの環境負荷低減活動」がリデュース・リユース・リサイクル推進

協議会会長賞を受賞しました。 

この表彰は、発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再資源化（リサイクル）に取り組み、顕著な実

績を挙げている個人・グループ・学校・事業所・地方公共団体等を表彰するものです。 

 

 

リコー環境事業開発センターを中心としたリユース・リサイクル活動 

 リコー環境事業開発センターは、「環境技術

の実証研究」と「リユース・リサイクル技術の実

践・最適化」を通じて、従来のリコーの事業領

域にとらわれない、環境を基軸とした新規事業

の創出・拡大を目指して 2016 年 4 月に本格稼

動を開始しました。今回の受賞は、センターの

役割の 1 つである複写機等の再生センターとし

ての機能が高く評価されたものです。          

リコーは 1994 年に、持続可能な社会実現の    

リコー環境事業開発センター           ためのコンセプト「コメットサークル TM（次ページ

参照)」を提唱し、これに基づいて、あらかじめリサイクルすることを前提としたリサイクル対応設計や、製品

回収網の整備、リユース・リサイクル関連技術の開発など、様々なリユース・リサイクル活動を推進してきま

した。1997 年にはリコーとして初めて再生複写機の販売を開始し、以降、対象とする製品・領域を拡充し

ています。これまで全国 12 箇所にありましたリコーのリユース・リサイクル拠点を、リコー環境事業開発セ

ンターを中心として 3 箇所に統合しました。従来分散していた技術や回収台数を集約することで、より高

効率・低コストの再生体制の構築を実現しました。当センターは、再生機の製造、リユース・リサイクルの

技術開発を主導し、日本のみならず世界各拠点に水平展開を行っています。リコーが長年にわたり培っ

てきたリユース・リサイクル技術をさらに発展させ、グローバルなリユース・リサイクル活動を加速する拠点

です。 
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トナーボトルの環境負荷低減活動 

トナーボトルに使われている樹脂量を加工法の変更やリサイクル材料の活用により削減する、回収した

トナーボトルをリユースするなどにより、環境負荷低減を推進しています。リユースする作業は、よりお客

様に近い販売会社や物流倉庫で行える体制を構築しています。回収したトナーボトルを洗浄し、トナー

の充填、出荷までを、生産した事業所(工場)まで戻さずに実現しますので、輸送における環境負荷の低

減にも貢献しています。 

 

 リコーは、省エネに関して、2050 年までに CO2 排出量を 87.5%削減し(2000 年比)、省資源に関して、

新規投入資源量を 87.5％削減する(2007 年比)という長期目標を掲げています。この目標達成に向け

て、リコー環境事業開発センターが展開しているリユース・リサイクル活動を中心に、トナーボトルの環境

負低減活動のほかにも、様々な環境負荷削減活動に取り組んでまいります。また、リコー環境事業開発

センター設立の目的である、環境を基軸とした新規事業の創出・拡大による、持続可能な社会の構築へ

の貢献を目指します。 

 

 

＜リユース・リサイクルについて＞ 

 

１.持続可能な社会実現のためのコンセプト「コメットサークル TM｣について 

コメットサークル TM 

 

1994 年に制定されたコメットサークルは、持続可能な社会実現のためのコンセプトとして、製品メーカ

ー・販売者としてのリコーの領域だけでなく、その上流と下流を含めた製品のライフサイクル全体で環境

負荷を減らしていく考え方を表したものです。図のそれぞれの球体は、持続可能な社会を構築するため

のパートナーです。右上の「原材料供給者」によって自然環境から取り出された「新規資源」は、上のル

ートを右から左に流れる間に「製品」となってユーザー（お客様）に届けられます。使用済みの製品は、下

のルートをたどって、左から右へと流れます。 

資源の経済的価値が最も高いのは、「製品としてお客様に使用していただいている状態」です。リコー

では、使用済み製品を再び経済価値の高い状態に戻すため、コメットサークルの内側ループである製品
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のリユース、部品のリユースを優先的に採用しています。部品としてリユースできないものはマテリアルリ

サイクルに回りますが、その場合も高品質な素材へのリサイクル、再び自社で使う資源に戻すクローズド

ループのリサイクルを進め、より高い経済価値を追求しています。さらに、リサイクルを可能な限り繰り返し

「重層的」に行うことにより、新たな資源の投入や廃棄物の発生を抑制することができます。 

 

２.リユース・リサイクルの概要 

リコー環境事業開発センターには、日本全国から回収されたリコーの複写機が集められます。回収さ

れた製品は、その状態に応じて①製品の再使用②部品の再使用③マテリアルリサイクルによる活用に分

類して、活用します。 

① 製品の再使用：機種そのものを再生機として使用 

回収した製品を、長年の活用により培ってきた先進技術によって再生処理を行い、再生機として使用

します。リユースする部品の使用率は質量比で平均 80％を達成し、製造工程における CO2 の排出量は

新造機と比較して約 79％削減しています。（imagio MP C4001RC の場合）。品質については、新造機と

同等レベルの品質検査をクリアしています。  

② 部品の再使用：再使用が可能部品を抜き取り、交換部品等に利用 

再生機としての活用が難しい回収機は、製品の中の使用可能な部品を抜き取り、再生処理を行ってお

客様先で交換部品等として活用します。 

③ マテリアルリサイクルによる活用：素材に戻して再利用 

上記①②のようにリユースを行えない製品、部品については、マテリアルリサイクルにより、最終処分さ

れる量を徹底的に削減しています。例えば、回収した製品の筐体に使用されていたプラスチックの一部

を、材料メーカーに供給し、改めてリコーの新製品の筐体のプラスチックとして再使用する、プラスチック・

クローズド・マテリアル・リサイクル（PCMR）の体制を整えています。 

 

３.リユース・リサイクルによる環境負荷削減効果 

製品・部品の再利用による CO2 排出量削減量は約２万８千ｔになります（2014 年度実績・リコーの LCA

算定による）。 

また、日本における、回収された複写機の再資源化率は 99 パーセントを超えています（2014 年度実績）。 

 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、ドキュメントマネジメントシステム、ITサービス、プロダクションプリントソリューション、ビジュア

ルコミュニケーションシステム、デジタルカメラ、産業用製品・サービスなどを世界約200の国と地域で提供する

グローバル企業です（2016年3月期リコーグループ連結売上は2兆2,090億円）。 

創業以来80年にわたり、高い技術力、際立った顧客サービスの提供と、持続可能社会の実現への積極的な取

り組みを行ってきました。 

想像力の結集で、変革を生み出す。リコーグループは、これからも「imagine. change.」でお客様に新しい価値を

提供していきます。 

より詳しい情報は、こちらをご覧ください。 http://jp.ricoh.com/ 

 
 

 


